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   ＜あらまし＞  ｅポートフォリオは、個人を軸に学習成果を蓄積し、学習の振り返りによる理解を促進すること

が大きな役割である。本研究は、その中で学習成果を蓄積することに焦点化し、できるだけ多くの学習活動デ

ータを電子的に収集し、ｅポートフォリオシステムへ統合することについて検討した。既にデジタル化されたもの

に関しては、IMS ePortfolio、Leap2a 等の標準化や IMS Basic LTI 等のシステム間連携等を考慮し、デジタ

ル化されていないものに関してはデジタル化手法について検討した。

   ＜キーワード＞  ｅラーニング、ｅポートフォリオ、標準化

1.はじめに
ｅポートフォリオ（以下、eP と略す）は、個人を軸に

学習成果を蓄積し、学習の振り返りによる理解を促
進することが知られており、現在多くの高等教育機関
で導入が進みつつある。eP を有効に活用するには、
学習活動やその成果のデジタル化が重要であり、標
準化[1-3]やシステム間連携[4]は重要な取り組みで
ある。熊本大学においても、全学 eP の導入を現在行
っており[5]、いかにして学習活動に関するデータを集
約するかが課題となっていることから、このような検
討を行うに至った。

本研究は、この学習成果を蓄積するという部分に
着目し、できるだけ多くの学習活動データを電子的に
収集し、eP へデータを統合することを検討した。闇雲
なデータ収集ではなく、学習者にとって有用なデータ
の収集や取捨選択方法が重要となるが、本稿では、
まず収集・統合方法に絞って検討を行った。

2．学習活動データ
学習活動に関連したデータのうち、一般的に電子

化されたもの、または、可能なものとして、図 1 に示す

ように、eP上のデータは当然として、LMS (Learning 
Management System)、 学務シ ス テ ム  (Student 
Information System)、オンライン実習やシミュレー
ション実験等のその他ｅラーニングツール、SNS、マイ
クロブログ等のソーシャルネットワーク上のデータ、学
習者や教員等の PC 上に保存されているデータ、
Web を利用し学習した場合のWebブラウザやサー
バ等に残るアクセス履歴等が考えられる。

一方で、学習活動に関連したデータのうち、一般的
に電子化されていないもの、または、なかな電子化が
困難なものとして、図 1 に示すように、紙媒体を用い
て提出された演習や実験等の各種レポート、採点さ
れたテストの答案、自宅や図書館等での書籍等を利
用した学習や、友人、教員等とのディスカッション、取
得資格、社会活動等が考えられる。

3．ｅポートフォリオシステムへのデータ統合
eP は、個人の学習成果を蓄積するため、科目、学
科、大学の枠を越えて、生涯利用できること（eP の相
互運用性）が理想である。そのためには、所属や組織
が変わっても、eP 間でデータ移行が可能であること

が望まれる。これを実現
するには、eP のもつデー
タの標準化が重要であ
る。現在、世界的に検討
されている eP のための
標準化としては、Sakai/
OSP で採用されている
IMS  ePortfolio[1] や
Mahara で採用されてい
る Leap2a[2]等が挙げ
らる。 
前節で示した標準化

を用いる他に、LMS には
様々な タイプが あ り 、
OSP（eP モジュール）を
内 包 す る Sakai 、図 1 ｅポートフォリオへの学習活動データの統合
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Mahara と強力な連携機能を持つ Moodle、eP 機能
をある程度有する LMS、LMS 機能を有する eP 等が
あり、連携手法も様々なものが考えられる。

学務システムには学生の受講情報、取得単位、成
績等があり、これらのデータはある種の eP にとって
重要なデータとなり得る[6,7]。これらのシステムを結
ぶ標準化には、IMS Enterprise [3] があるが、現状
では学務システムと eP とを直接連携するよりも LMS
を介す る 方 が 一般的 と思われ る 。例えば、 IMS 
Enterprise は、Blackboard LS、Moodle、Sakai (モ
ジュールが必要)等でサポートされており、我々も
LMS との接続に利用している[8]。

学習をサポートするツールとしては、LMS や eP 以
外にも様々なものが考えられる。例えば、シミュレーシ
ョン実験やオンラインのプログラミング実習等に留ま
らず、Google Apps 上での共同編集、TV 会議を用
いたディスカッション等多岐に渡る。これらツール間を
接続する、標準化手法としては、例えば IMS Basic 
LTI (Learning Tools Interoperability) [4]等があり、
実際に文献[９]において各種ツール[１０]と Google 
Apps との接続例が報告されている。
最近、ネットを活用した学習形態として、Facebook

等の SNS や Twitter 等のマイクロブログによる協調
学習が注目されている。これらのデータを収集する方
法は、まだ容易ではないと思われるが、少なくとも
Open ID[11]等を利用した認証連携による活用が可
能であると思われる。
紙媒体の学習成果物として、実験や演習のレポー

トやテストの答案等があるが、これらはまず電子化が
必要である。この電子化手法に関しては、QRコード
をあらかじめ付した用紙を用いる等の取り組みがな
されている[12,13]。ただし、その場合、基本的には画
像データとなってしまい、それだけでは意味情報を含
まないことから、今後、ネットワークを利用した提出手
法への移行と共に、紙媒体のデータに意味情報を含
めたデジタル化手法も課題の一つである。

既にデジタル化しているにもかかわらず、あまり注
目されていないデータとして、Web を利用し学習した
場合のWeb ブラウザやサーバ等に残るアクセス履
歴等が考えられる。ブラウザの履歴を学習成果物とし
て活用する検討[14]も行われている。また、ｅラーニン
グシステムのアクセスログ等に関しては既に活用さ
れている場合もあるが、シングルサインオンによる統
合認証の進む中、認証基盤へのアクセスログや IC
化された学生証等による入退室履歴等の活用も考
えられる。

デジタル化されていないものも、まだ多く存在し、
図書館や自宅等での書籍を活用した学習や、野外で
の活動、教員や友人とのディスカッション等、デジタル
化が容易ではないものも多くある。徐々にではあるが、
タブレットやスマートフォンの活用も進みつつあり、そ
の有効な活用方法の検討も今後必要であろう[15]。

4．まとめ
eP へ学習成果を蓄積することに焦点化し、できる

だけ多くの学習活動データを電子的に収集・統合す
ることについて検討した。既にデジタル化されたもの
に関しては、標準化技術によるシステム間連携や統
合認証が重要であり、デジタル化されていないものに
関してはQRコードの利用等による eP にとって意味
情報となるデジタル化手法が必要であることがわか
った。
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